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2本日ご議論いただきたい内容

◼ 今回、今年度の第二四半期における三次②取引状況および調達不足の状況を分析するとともに、第25回本小委
員会において取り上げた三次②の市場ルール見直しに係る対策について、それらのシステム開発時期および対策開
始時期について検討を行ったことから、その内容についてご議論いただきたい。

電源Ⅰ（７％）

電源Ⅱ余力

電源Ⅲ

電源Ⅱ

4月

残余需要

三次②募集量

２．調達不足対策の
実施時期

3月7月 10月 1月

２．端境期であり電源Ⅱ余力は十分にあると考えられるなかで、三次②調達不足が生じている原因は何か？（第23回小委）
調達不足の解消に向けた具体的な対策をどうするか？（第25回小委）
調達不足の解消に向けた具体的な対策をいつから実施するか。 → Ｐ１２～２０

電源Ⅰ：必要量（６～１１%）

TSOは実需給断面で必要と
なるエリア全体の供給力・調
整力（三次②落札ユニット
は除く）を算定のうえ、電源
Ⅰと電源Ⅱを合わせて、メリッ
トオーダーでユニットの並解列、
および需給調整を実施

１．第二四半期評価

※補修等があれば、電源Ⅱ余力はイメージ
図より減少する。

※三次②必要量はFIT出力値に依存する
ため、昼間に多く、夜間に少ない等1日の
中でも変動する。

１．kWモニタリングでは予備力が確保できているなかで、三次②調達不足が生じている原因は何か？ → Ｐ４～１０



3

1. 取引状況および調達不足の要因等について

2. システム開発を踏まえた対策開始時期について



4三次②の取引状況について（2021年度第二四半期）

◼ 募集量は、一部のTSOにおいて気象予測の大外しを低減させた三次②必要量テーブルを適用開始したことなどもあ
り、 ８月以降減少傾向となっている。

◼ 応札量は、７月中旬から８月下旬にかけて募集量と同量程度まで低下した断面があるが、９月は持ち直している。

4/1～9/30分
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全国の募集量および応札量の推移 [MW/日]

※ 全８ブロックの全国合計値をグラフ化

出所）送配電網協議会ＨＰの情報をもとに、広域機関にて作成

：応札量

：募集量

2021年度第二四半期

大雨雨雨雨 雨 雨

中国

関西

四国 東京

北陸

複数の気象モデル予測を活用した
三次②必要量テーブルの適用
開始時期



5（参考）複数モデルを活用した三次②必要量テーブルの適用時期

出所）第65回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2021.9.22） 資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_65_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_65_haifu.html


6三次②の調達不足状況について（2021年度第二四半期）

◼ 応札量が減少した７月中旬から８月下旬にかけて、８月中旬の悪天候期間を除き、三次②の調達不足は継続。

◼ ９月は、募集量が減少したことに加え、応札量が持ち直したこともあり、調達不足は大幅に減少。
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：調達不足量※1（左軸）

：調達不足率※2（右軸）

※2 調達不足率＝
募集量

調達不足量
×100※1 調達不足量は、全８ブロックの全国合計値

<4月>
約3,400

<6月>
約1,500

<5月>
約4,700

<7月>
約4,200

出所）送配電網協議会ＨＰの情報をもとに、広域機関にて作成

<8月>
約3,300

<9月>
約 600

2021年度第二四半期

4/1～9/30分



7（参考）エリア別調達不足量の推移（2021年度第二四半期）

◼ ７・８月の調達不足は主に東北、東京、中部エリアで発生。しかし、９月は、いずれのエリアも募集量に対してエリア
内応札量が十分に供出されており、調達不足は大幅に減少している。
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※北海道は、４月以降ほぼ調達不足は発生していないため、割愛している。

出所）送配電網協議会ＨＰの情報をもとに、広域機関にて作成

4/1～9/30分



8（参考）エリア別調達不足量の推移（2021年度第二四半期）

◼ 関西以西は、期間を通じて、募集量に対してエリア内応札量が十分に供出されており、調達不足は低位で推移して
いる。

◼ なお、九州における7月の調達不足は、需要が増加するなかで、電源トラブルにより供給余力が減少したことが影響
した特異事象である。
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出所）送配電網協議会ＨＰの情報をもとに、広域機関にて作成

4/1～9/30分



9三次②の調達不足の要因について（2021年度第二四半期）

◼ ７・８月において発生した三次②調達不足は、主にブロック４～６で発生しており、特に、ブロック５ (12～15時)
で不足量が最も多くなっている。

◼ このブロック５は、太陽光出力が最も大きい時間帯を含んでいることから、三次②募集量が多い一方で、残余需要
が点灯帯に向けて増加していくことから、ブロックを通じて供出できる応札量が少なくなっている。こういった状況が、第
二四半期における調達不足が生じている要因と考えられる。

◼ なお、ブロック４～６のいずれにおいても、応札量と募集量の算出時間帯にずれが見られ、第一四半期の対策で取
り上げた「ブロック時間の見直し」が、この期間における調達不足の改善にも効果をもたらすと考えられる。

応
札
量
（B

G

）

※ブロック期間内で再エネ出力誤差が
最大となる時間帯の値（最大値）

※単一ユニットがブロック期間を通じて
供出可能な値（最小値）
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６５４
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10今後の三次②必要量の見通しについて

◼ 今年度の全国合計の三次②必要量推定値は、第一四半期をピークに、冬季にかけて減少する見通しになっている。

◼ このため、今後は調達不足が生じ難くなることも考えられるが、エリア毎に月別必要量の傾向に違いも見られることから、
市場での取引状況については、引き続き注視していくこととし、適宜、ご報告することとしたい。

[億kW]

三
次
②
必
要
量

※複数モデル導入効果等を反映後

三次②必要量推定値（全国合計）※

例）三次②必要量と全天日射量の推移（東京）

全天日射量

三
次
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量

三
次
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必
要
量

例）三次②必要量と全天日射量の分布図（東京）

三次②必要量（左軸）

全天日射量（右軸）
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1. 取引状況および調達不足の要因等について

2. システム開発を踏まえた対策開始時期について



12市場ルール見直しに係るシステム開発要否等について

◼ 第２５回本小委員会において、三次②調達不足に対する市場ルール見直し方策として３つを取り上げ、それらの
開始時期については、システム開発に係る全体整理を行ったうえで、検討すると整理したところ。

◼ この市場ルール見直しに関する３つの方策について、システム開発の要否および構築に要する期間を調査した結果
は以下の通りとなっている。

◼ ブロック時間見直しは、需給調整市場システムをはじめ全事業者で開発が必要であり、工期は２年を要する見通し。
下げ代不足対応と応動時間見直しは、TSOとBGのみシステム開発が必要となり、工期は１～２年となっている。

◼ また、工事可能時期は、事業者毎に既に着手しているシステム開発ボリューム等の違いから、2022年度から開始で
きる事業者と、2023年度から開始できる事業者があることが分かった。

需給調整
市場

システム

TSO

ＢＧ
広域
機関

工期
工事

可能時期中給
システム

精算
システム

ブロック時間
見直し

要 要 要 要 要 ２年 2023～24年度

下げ代不足
対応

－ － 要 要 － １年 2022年度

応動時間
見直し

－ 要 要 要 － ２年
2022～23年度 or
2023～24年度

検討の前提条件

➢既に計画されている2024
年度向けのシステム開発
は、計画通り進める

➢工期は、３つのシステム
開発を単独で行った場合
に要する期間とする

※1 複数時間指定入札（ブロック入札）の導入は含まない
※2 改修内容が2021年度中に確定できなければ、工事完了が遅れることがある

なお、一部のBGで2年(工事完了:2023,24年度)になるところがある

※1

※2



13(参考)ブロック時間見直し

出所）第25回需給調整市場検討小委員会（2021.9.17） 資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_25_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_25_haifu.html


14(参考)下げ代不足対応

出所）第25回需給調整市場検討小委員会（2021.9.17） 資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_25_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_25_haifu.html


15(参考)応動時間見直し

出所）第25回需給調整市場検討小委員会（2021.9.17） 資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_25_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_25_haifu.html
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システム対応 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

現在
開発中
案件

三次②調達
不足対応

TSOのシステム開発案件について

◼ 現在開発を進めている需給調整市場に関する主なTSOシステムは、逆潮流アグリゲーション対応を2023年度から、
一次～二次の市場取引および複合約定ロジック構築を2024年度からの運用開始に向けて開発を進めている。
また、調整力の広域運用に関するシステムについても、並行して開発を進めている。

◼ これらを計画通りに進めることを前提に、メーカーやTSOのマンパワーを最大限に考慮すると、同時並行で開発できる
案件は、2022年度が１件、2023年度以降は３件となる。

・逆潮流アグリ
・インボイス対応

＋ 同時並行で開発可能な案件

・一次～二次②市場システム
・複合約定ロジック

・二次②広域運用 ・二次①広域運用

K
JC

M
M

S

1件 ３件 ３件



17市場ルール見直しによる推定効果量

◼ 市場ルール見直しに係る３つの方策の開発スケジュールを検討するにあたり、それぞれの一日当たりの効果量を事務
局において簡易的に試算した。

◼ 結果としては、ブロック時間見直しが最も効果が大きく、次いで、下げ代不足対応、応動時間の見直しとなっている。

推定効果量
その他

応札量 募集量

ブロック時間
見直し

11,000 （＋ 9,000） （▲ 2,000）
第二四半期にも
効果あり

下げ代不足
対応

10,000 （＋10,000） ー －

応動時間
見直し

1,000 （＋ 1,000） ー －

ルール見直しの
効果順

１

２

３

[MW/日]

＜試算諸元＞応札量：事業者提出データをもと広域機関にて試算
募集量：三次②必要量テーブルをもとに広域機関にて試算

【第一四半期におけるブロック３～６の推定効果量（全国計）※1】

※1 簡易的な試算であり、実取引における応札量の増加や募集量の減少とは異なる
表中の（ ）内は、推定効果量の内数

※2 下げ代不足対応と応動時間の見直しは、第二四半期での効果は限定的であった

※2

※2
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ブロック時間見直し 下げ代不足対応 応動時間見直し

◼ 調達不足の発生しているブロック３～６においては、ブロック時間見直し、下げ代不足対応、応動時間見直しのいず
れについても、一定の効果が見込めると考えられる。

ブロック3 ブロック4 ブロック5 ブロック6

（参考）市場ルール見直しによる応札量の推定増加量

[MW]

＜試算諸元＞事業者提出データをもと広域機関にて試算（全国計）

※ 簡易的な試算であり、実取引における応札量の増加とは異なる
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4,000
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6,000

0時 3時 6時 9時 12時 15時 18時 21時

入札単位：3時間 入札単位：30分

（参考）ブロック時間見直しによる募集量の変化

◼ 入札単位を３時間から３０分に短縮することで、特に、太陽光の出力変化の大きいブロック３・６において、募集量
の減少がみられる。

ブロック３ ブロック6[MW]

＜試算諸元＞三次②必要量テーブルをもとに広域機関にて試算（全国計）

※ 簡易的な試算であり、実取引における募集量の減少とは異なる



20三次②市場ルールの見直しの開始時期

◼ 2024年度に市場開設予定の一次～二次に係るシステム開発等は計画通り進める前提で、三次②市場ルール見
直しの効果量および工事可能時期や件数を踏まえた３つの方策の開発スケジュール案は以下の通り。

◼ 効果量の最も大きいブロック時間の見直しは、工事可能時期の制約から、システム開発が2023～2024年度となり、
ルール見直しの適用開始は2025年度からとなる。

◼ また、下げ代不足対応は、2022年度にシステム開発、2023年度からの適用開始※、応動時間の見直しは、
2023～2024年度にシステム開発、2025年度からの適用開始となる。

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

システム開発
可能件数

1件 ３件 ３件

スケジュール案

応動時間見直し（45分→60分）

下げ代不足対応

▽2025年度適用開始

▽2025年度適用開始

ブロック時間見直し（3時間→30分）

▽2023年度適用開始
※

※改修内容が2021年度中に確定できなければ、適用開始が遅れることがある
また、一部のBGでは工事可能時期の制約により、対応開始が2024年度以降になるところがある



21三次②市場ルール見直しに伴う商品要件の見直しについて

◼ ブロック時間の見直しおよび応動時間の見直しを適用した場合の三次②に係る商品要件は以下の通りとなる。

60分以内に
出力変化可能な量
（オンライン（簡易指令
システムも含む）で調整
可能な幅を上限）

※2025年度以降

60分以内
※2025年度以降

30分
※2025年度以降

出所）第24回需給調整市場検討小委員会（2021.6.23） 資料2をもとに作成
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_24_haifu.html

注）入札単位は、一次から三次①においては3時間、三次②においては30分。
※2025年度以降

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_24_haifu.html


22まとめ

◼ 今回、2021年度第二四半期における三次②調達不足の要因を整理した。

✓ 三次②取引状況について、応札量が減少した７月中旬から８月下旬にかけて調達不足が継続していたが、９
月は調達不足は大幅に減少した。

✓ ７・８月においては、主にブロック４～６で調達不足が発生しており、特にブロック5で不足量が最も多くなってい
た。このブロック５における調達不足の要因としては、太陽光出力が最も大きい時間帯を含むブロック時間帯にお
いて募集量が多い一方、残余需要が点灯帯に向けて増加していくことから、ブロックを通じて供出できる応札量
が少なくなっていることが考えられる。

✓ ブロック４～６いずれにおいても、応札量と募集量の算出時間帯にずれが見られるため、第一四半期の対策で
取り上げた「ブロック時間の見直し」が、この期間における調達不足の改善にも効果をもたらすと考えられる。

◼ システム開発を踏まえた三次②市場ルール見直し時期については、以下の通りとしてはどうか。

✓ 2024年度に市場開設予定の一次～二次に係るシステム開発等は計画通り進める前提で、三次②市場ルー
ル見直しの効果量および工事可能時期や件数を踏まえ３方策のスケジュールを定める。

・ブロック時間の見直しは、工事可能時期の制約から2023～2024年度にシステム開発、2025年度からの
適用開始とする。

・下げ代不足対応は、2022年度にシステム開発、2023年度適用開始とする。

・応動時間の見直しは、2023～2024年度にシステム開発、2025年度からの適用開始とする。


